受 賞 理 由　
１　個人・団体の部　

(1)信州エコ大賞　
〔浅間山系ミヤマシロチョウの会（東御市）〕

「浅間山系ミヤマシロチョウの会」は県希少野生動植物保護条例の特別指定種であるミヤマシロチョウの保護団体として2010年に設立された。他地域の個体群の地域絶滅が急激にすすむ中、地元の高山域での保護パトロールや越冬巣モニタリング調査活動を主体的に継続している。とりわけモニタリング調査記録については学術的にも意義深いものがあり、昨年東御市で開催された全国チョウ類保全シンポジウムでもこれまでの活動の成果が詳しく報告された。これら活動に対しては、地域内企業からの協力も得られている。また地元小学校における環境学習への支援など、地域への貢献度も高い。
〔ふれあいフリーマーケット実行委員会（宮田村）〕

「できることからエコ活動」を合言葉に村内女性有志5名によるフリーマーケットの実行委員会から始まった活動で、8年目を迎えている。フリーマーケットは、100区画に及ぶ出店規模で、行政や多くのボランティアの協力を得て開催されている。また、ｱｻｶﾞｵを利用したｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝの推進、廃油石鹸の製造配布、ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ回収、米袋バックの作成、エコ工作講座の開催等々、活動はフリーマーケットだけではなく、多種多様な環境保全活動、地域コミュニティの育成や地域おこしにも繋がっている。保育園児から若い親世代・お年寄りまでの幅広い層を巻き込み、生活に根差した活動になっており、その情熱と行動力は素晴らしい。
(2)奨励賞
〔ブッポウソウの里の会（中川村）〕

「ブッポウソウの里の会」は2003年からの有志3名による活動を引き継ぐ形で、2014年に発足。「絶滅危惧種に指定されているブッポウソウの棲息する豊かで、美しい自然環境を育む活動を推し進め、次世代にこれを継承する」ことを目的にしている。毎年巣箱の作成・設置・取り外しや見守り活動を行うとともに、ＪＲ東海によるリニア関連工事において、ブッポウソウの営巣が確認できなくなったとして工事の中断を要請するなど、適時適切な保護の推進にも努めている。また、小学生対象の観察会の開催、写真展の開催など地域を巻き込んだ活動にもなっている。
２　企業の部
(1)信州エコ大賞企業賞　
〔ＫＯＡ株式会社（箕輪町）〕
1940年創業時の理念「伊那谷に太陽を」という夢をかなえるべく、企業経営の価値観を「循環・有限・調和・豊かさ」に置き、「地球あっての人類、人あっての経営」というコンセプトの具現化に向けた取り組みを続けている。「おてんとうさま」と呼ばれる環境マネジメントシステムを1997年に立上げ、排出物の削減、省エネ活動、近年のSDGsへの積極的な取り組みなど、長期にわたる活動の深化と拡がりは特筆に値する。さらに、伊那谷の「風土」「風景」「風格」を大切に守り伝えていく「三風の会」を産官学民共同のもと運営するなど、地域社会との信頼関係の構築も図られている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
